
第９８回 広島数理解析セミナー （２００６年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.98

日時 ： ５月１９日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 大下 承民 氏 （岡山大学）

題目 ： 楕円型方程式系の特異極限問題
　

要旨 ： 本講演では活性因子・抑制因子型の反応拡散系の定常問題として現れる楕円型
方程式系を考察する．方程式内のあるパラメーターが極端に小さいとき領域
内部に遷移層が現れることが知られている．このような解を扱うため，微小パ
ラメーターを０に近づける極限を考察する．このとき，遷移層の幅は０に近づ
き，界面と呼ばれる領域内部の不連続面が現れる．極限問題はこの界面に関す
る方程式と楕円型方程式のシステムとなる．多次元空間でこの問題の非退化な
解を求めることは，領域が球や長方形のような特別な場合を除いて難しい．本
講演では，２次元の一般領域において，この極限問題の解の存在と線形化した
作用素の非退化性についてお話する．
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